
　木造中学校の生徒が県中学校体育大会夏季大会で優秀な成績を収め、東北・全国大会への切符を手にしました
のでご紹介します。
　相撲部（団体の部）第２位、（個人の部）長谷川和響(3年)３年個人第1位、鳴海百起(３年) 同第2位、以上東北・全
国大会出場、陸上競技部三浦陽斗(2年)共通男子走幅跳第２位、三浦陸斗(3年) 同第4位、瓜田至恩(3年)共通男子
400ｍ第4位、三浦陸斗(3年) 三浦陽斗(2年)松橋宗太朗(3年)千葉大翔(3年)共通男子4×100ｍリレー第4位、
稲葉愛吹(3年)共通女子砲丸投第2位、木村瑠妃杏(3年)同第3位、剣道部（団体女子の部）第4位、柔道部杉野森魁
正(3年)男子個人戦73kg級第３位、三橋蔵信(3年)同81kg級第３位、藤本颯杏(3年)女子個人戦48kg級第2位、
以上東北大会出場

　市消防本部では、夏場に増える花火事故を防ぐため、7月14日か
ら8月5日の期間中、市内の保育施設で「おもちゃ花火教室」を実施
しました。
　期間最終日はしげた保育園で開催され、園児たちは寸劇や体験
を通して、花火の正しい使い方や火の危険性を学びました。寸劇で
は、消防職員と女性防火クラブ員が「振り回さない」「人に向けない」

「火はろうそくで」などのルールをわかりやすく説明。服に火がつい
た時の対処法「ストップ・ドロップ・アンド・ロール」では、園児たちが
実際に体を動かしながら学びました。その後は屋外に移動し、手持
ち花火や噴出・打ち上げ花火を体験しました。
　鳴海彩月さん（５歳）は「服に火がついたら顔を隠してごろごろす
るのを初めて知った」と話しました。
　消防本部では「大人と一緒に遊ぶ意識を持つことが事故防止に
つながる」と呼び掛けました。

【問い合わせ先】消防本部予防課　電話42‒7744

生徒たちが躍進！　東北・全国の舞台へ

花火は正しく安全に　園児向け教室を開催

広報つがる 2025. 9月号 8



マイナ救急とは・・・
　救急隊員が傷病者のマイナ保険証（健康保険証として利用登録したマイナンバーカード）を活用し、傷病者の医
療情報等を閲覧する仕組みのことです。

【問い合わせ先】消防本部警防課　電話42‒7745

マイナ救急に関する情報は特設サイト
（QRコード）でもご覧いただけます

★マイナンバーカードを見せるだけで以下の情報が伝わります

総務省消防庁×つがる市消防本部

令和7年10月1日から開始

閲覧OK

①傷病者が情報閲覧
　に同意する

②マイナンバーカードを
　読み取る
　※暗証番号の入力不要

③隊員が医療情報
　を閲覧する

④より適切な処置や
　搬送先医療機関の
　選定につながる！

　稲わらを焼却した際に発生する煙は、人体へ害を与え、地球温暖化の要因
の一部である二酸化炭素を多量に含んでいるほか、走行している車両の視界
の妨げにもなります。
　稲わらは貴重な資源です。すき込みによる土づくり、飼料用や敷きわらとし
て畜産農家へ提供するなど、有効利用に取組み環境に優しい農業を推進しま
しょう。

【問い合わせ先】農林水産課　電話42‒2111（内線326）

稲わらは大事な資源　有効利用しましょう

あなたの命を守る
マイナ救急
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